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特
集

第19回社会福祉研究交流集会in東海

「福祉職場の解体新書
～おもしろさを『科学』する～」

編集 総合社会福祉研究所

ひろばトーク

学童保育指導員は地域を支える社会福祉の重要な担い手

　

名古屋市学童保育連絡協議会事務局長　賀屋　哲男さん
かや てつお

第５回 現場を励まし 元気がわく

ひろばセミナー
対談「銭湯からみえる、ひと・まち・くらし」（仮）

ラッキー植松さん　＆　浜岡政好さん
　　　 （「なにわ銭湯見聞録」連載中）　　（総合社会福祉研究所副理事長）

日程●2013年11月30日（土）午後１時半～３時半（予定）
会場●国労南近畿会館２階会議室
　　　ＪＲ天王寺駅北口から
　　　線路沿いに東へ徒歩３分
参加申込●
（有）福祉のひろば
　hiroba@sosyaken.jp
　TEL・FAX06-6779-4955

参加費無
料



申し込み・問い合わせ先 総合社会福祉研究所
〒543-0055 大阪市天王寺区悲田院町8-12 TEL 06-6779-4894 FAX 06-6779-4895

http://www.sosyaken.jp/ E-mail:mail@sosyaken.jp

あなたも
会員になりませんか！

個人会員 9,100円　団体会員１口 12,000円　賛助会員 10,000円 

【主な活動】■「社会福祉研究交流集会」（夏）、「合宿研究会」（今年度は１月に釜山の予定）
　　　　　 ■「社会科学･社会福祉基礎講座」（今年度開講中）など各種講座・研究会の開催
　　　　　 ■メーリングリストで全国の会員相互の交流
　　　　　 ■月刊誌｢福祉のひろば｣編集、研究紀要｢総合社会福祉研究｣編集･発行など
【年 会 費】★会費に｢福祉のひろば｣の誌代が含まれており、毎月｢ひろば｣を送付します。

総合社会福祉研究所は、
　国民生活や社会福祉労働の視点からの研究活動と、
　人権としての社会福祉理論の発展に貢献するため、
　社会福祉関係者の手で1988年に設立されました。
教育･研究の現場から、社会福祉活動･実践の現場から、　
　私たちの社会福祉研究を一緒に積み重ねていきましょう！

創立25周年

社会保障･社会福祉の原理･原則がここにある！

真田是著作集[全５巻]
全５巻セット　普及価格14,500円（税・送料込）

第 1巻　社会問題論　
第 2巻　社会保障論　　
第 3巻　社会福祉論
第 4巻　Ⅰ 地域福祉と社会福祉協議会
　　　　Ⅱ 民間社会福祉論
第 5巻　Ⅰ 福祉労働論　Ⅱ 社会福祉運動論
　　　　Ⅲ 部落問題論

一
巻
ご
と
に

ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す

　
　
各
巻
3
2
3
0
円

　
　
　
　
　
　
（
税
・
送
料
込
）

発行●福祉のひろば　（書店ではご購入いただけません）
インターネットで「福祉のひろばオンライン」➡「書籍」を検索してください。
お支払いは便利なカード決済で。

▲

お問合せ先　TEL･FAX06-6779-4955



釜ヶ崎のおっちゃんたちの背中
８月29日　恒例のたそがれコンサート　淀川工科高校吹奏楽部の演奏会

茣
ご ざ

蓙は、持って帰ってもよいことになっている。野宿の方々へのプレゼント。
夕暮れの空に向かって、ファンファーレが響き渡る。年に一度の吹奏楽コンサート。
演奏する高校生は替わっても、聴いているおっちゃんたちは替わらない。
それをほほえましく見つめる人たちが今年も囲む。
そんなおっちゃんたちの背中を撮った。



　背中を見ていると、なんだかおっちゃんたちのそれぞれの生きざまが見えてくるようだ。
“ふるさと”の歌を何となく、くちずさみ、どこをみているのか焦点が揺れる。“ＵＦＯ”や
“上を向いて歩こう”も登場する。演奏が終わればその都度、遅れて拍手する。



　傍
かたわ

らに置いているワンカップの中身がなくなりかけている。毎日飲めるわけでもなく、仕事
があるときとないときでも違う。それぞれが演奏に耳を傾け、黙って頷

うなづ

きながら。その顔を見
ていると目が潤む。〝来年も生きていてや……〟



　舞台に向かって近づくおっちゃんたち。突然踊り始める！　自らの解放だ！　演奏を邪魔す
るのでもなく、愚痴をこぼすわけでもない。突然のパフォーマンスに、高校生たちも普段とは
違うこのステージの意味を知る。長年、淀川工科高校吹奏楽部を指導する丸

まるたに

谷明
あき お

夫先生は、た
そがれコンサートを「私たちの演奏の原点」と言われる。高校生たちは何を感じたのか。
　おっちゃんたちが声をかけた。「来年もまた来てやー」� （写真・文　下野祇園）
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私
は
以
前
、
電
気
関
係
の
営
業
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、「
福
祉
と
い
え
ば
保
育
か
な
ぁ
」

と
い
う
く
ら
い
福
祉
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
間
で
し
た
。

し
か
し
、
二
〇
年
ほ
ど
前
に
、
学
童
保
育
の
存
在
と
制
度
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
社
会
福

祉
を
よ
り
詳
し
く
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
学
童
保
育
の
実
態
を
知
る
に
つ
け
、
子
ど
も
に
責
任

を
持
つ
に
は
、
児
童
福
祉
だ
け
で
は
な
く
、
し
ょ
う
が
い
、
地
域
、
家
族
、
社
会
の
分
野
・
領
域
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
る
べ
き
だ
と
日
々
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、「
福
祉
の
ひ
ろ
ば
」
と
出
会
い
ま
し
た
。

福
祉
の
ひ
ろ
ば
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
と
の
出
会
い

北
海
道
夕
張
市
で
開
催
さ
れ
た
視
察
に
参
加
し
て
以
降
、
研
究
会
や
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
に
日
程

が
許
す
限
り
参
加
し
、
社
会
福
祉
の
学
習
や
実
態
に
触
れ
る
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

夕
張
視
察
で
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
に
よ
っ
て
「
炭
鉱
」
が
廃
坑
と
な
り
一
変
し
た
夕
張
市

の
歴
史
と
現
状
を
自
分
の
目
で
見
て
、
実
体
験
す
る
重
要
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
昨
年
の
福
島
で
の
社
会

福
祉
研
究
交
流
集
会
で
は
、
福
島
第
一
原
発
の
放
射
線
汚
染
へ
の
対
応
を
怠
る
電
力
会
社
（
東
電
）、
国

の
実
態
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
一
月
の
沖
縄
で
の
合
宿
研
究
会
で
米
軍
基
地
と
福
祉
の
実
態
を
見

聞
き
し
た
こ
と
は
、
私
の
学
童
保
育
の
関
わ
り
方
に
重
要
な
意
味
づ
け
を
与
え
、
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

学
童
保
育
は
、
一
九
九
七
年
に
児
童
福
祉
法
に
初
め
て
明
記
さ
れ
た
新
し
い
施
策
で
す
。
新
し
い
か
ら

保
育
施
策
の
基
本
を
し
っ
か
り
備
え
た
も
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
に
明
記
さ
れ

る
以
前
か
ら
、
多
く
の
自
治
体
が
独
自
に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
「
小
学
生
な
ら
一
人
で

留
守
番
で
き
る
」「
放
課
後
だ
け
の
短
時
間
の
保
育
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
学
童
保
育
指
導
員
の
処
遇

は
（
有
償
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
パ
ー
ト
労
働
が
多
く
、
児
童
福
祉
法
に
明
記
さ
れ
て
も
、
処
遇
は
自
治
体

学童保育指導員は
地域を支える社会福祉の
重要な担い手

 
名古屋市学童保育連絡協議会事務局長　賀

か や

屋　哲
て つ お

男さん
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かや　てつお
国鉄を皮切りに電気関係の営業など社会福祉とは異なる仕事
を経験した後、2001年から名古屋市学童保育連絡協議会の専
従となり、今に至る。しょうがいのある子どもに関わりＮＰ
Ｏ法人を立ち上げる等、子どもに関わる活動に多く携わって
いる。第19回社会福祉研究交流集会in東海実行委員。

独
自
事
業
の
頃
の
悪
条
件
を
そ
の
ま
ま
国
の
補
助
金
規
定
に
横
滑
り
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
当
時
は
「
学
童
保
育
」
と
い
う
こ
と
ば
は
世
間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
人
に
説
明
す

る
場
合
、
一
か
ら
話
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
常
で
し
た
。
学
童
保
育
を
知
ら
せ
る
、
学
童

保
育
指
導
員
の
仕
事
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら
、
学
童
保
育
拡
充
運
動
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

学
童
保
育
が
広
く
認
知
さ
れ
、
専
門
性
や
役
割
も
発
展
し
て
い
る

今
で
は
「
学
童
保
育
」
と
い
う
呼
称
は
多
く
の
方
に
知
ら
れ
、
重
要
な
施
策
だ
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
一
九
九
七
年
の
時
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
学
童
保
育
の
役
割
も
、「
保
護
者
の
就
労
保
障
」

か
ら
「
子
ど
も
の
発
達
保
障
」、「
家
族
援
助
」
と
発
展
し
、
今
で
は
「
地
域
福
祉
の
支
え
手
」
も
兼
ね
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
保
護
者
が
仕
事
か
ら
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
子
ど
も
の
居
場
所
の
提
供
」
と
い

う
現
実
は
未
だ
あ
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
、
学
童
保
育
指
導
員
は
地
域
を
支
え
る
社
会
福
祉
の
重
要
な

担
い
手
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
in
東
海
に
関
わ
っ
て

今
回
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
か
ら
東
海
集
会
実
行
委
員
会
へ
の
お
誘
い
が
あ
り
、
現
場
の
声
や
実
態

を
理
論
化
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
い
う
思
い
か
ら
、
実
行
委
員
と
し

て
関
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
、
実
行
委
員
に
研
究
者
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
落
ち
着
い
て
淡
々

と
進
む
会
議
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
一
方
で
、「
こ
れ
だ
け
の
打
ち
合
わ
せ
で
も
準
備
が
で
き
る
ん
だ
！
」

と
他
の
集
会
に
活
か
せ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
幅
広
さ
と
同
様
、
こ
の
集
会
も
い
ろ
い
ろ
な
可

能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
の
集
会
が
楽
し
み
で
す
。
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特
集
は
、
名
古
屋
市
内
の
愛
知
大
学
で
八
月
三
一
日
・
九
月
一
日
に
行
わ
れ
た
第
一
九
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
を
概
括
し
ま

す
。
参
加
で
き
な
か
っ
た
み
な
さ
ま
に
も
、
集
会
で
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
共
有
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

毎
年
集
会
が
終
わ
る
と
、
年
末
の
慌
た
だ
し
い
時
期
か
ら
翌
年
の
集
会
準
備
に
本
格
的
に
入
り
ま
す
。
今
回
の
集
会
は
、
若
手
研

究
者
、
労
働
組
合
、
福
祉
系
団
体
、
事
業
者
連
絡
会
等
の
方
々
の
奮
闘
で
準
備
さ
れ
、
特
に
地
元
愛
知
の
保
育
関
係
者
の
参
加
が
際

立
ち
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
集
会
に
参
加
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
参
加
者
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
集
会
の
概
括
を
参
加

者
の
声
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、
社
会
福
祉
を
め
ぐ
る
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
国
民
の
代
表
と
は
思
え
な
い
方
々
が
検
討

さ
れ
て
き
た
「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書
」。
そ
こ
で
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
は
「
日
本
の
社
会
保
障
」
の
近
未
来
像

な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
未
来
像
さ
え
も
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
消
費
税
増
税
が
、
社
会
保
障
財
源
で
な
く
大
企
業
優
遇
の
対
策
に
大

き
く
変
貌
し
（
そ
れ
が
本
音
だ
っ
た
の
か
）、
国
民
に
は
わ
ず
か
に
見
え
た
飴
さ
え
無
く
、
鞭
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
低
所
得
対
策
を

第
19
回
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
in
東
海

「
福
祉
職
場
の
解
体
新
書�

」

　
　
　
　
＊
概
括
を
掲
載
す
る
に
あ
た
っ
て
＊

～
お
も
し
ろ
さ
を

�

『
科
学
』す
る
～
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